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下流側で非対称である.したがって理論解を直接適用で 2 2 
きるという乙とがほとんどないからである.そこで著者









1f=71Tj G1 J W AB' CI D' ，1 E' 1Jf~-I[~ 
""'''''''''' 、¥ 、、、、一て『丈



















この式から直ちにZ~(=Oで C2 =0 なることがわかるか
ら(1)式は
z ( 1; ，! ~C ， I d 1; ~C: I d t 





2'!1 K~ ( k~) 
12 KI ( k 1了 (5)
また(2)式および(3)式から
。I dC 




; =sn (-j/ . Z) (7) 
C点の対応から
kfm合 K1) (8) 
図-3には速度ポテンシヤノレと流れ関数の境界値も記入
しである司次に図-2Iと相当するvV (ニや十~ It') plを
図 4に示す.前と同様に Schwarz-Christoffelの定理
によって W一plを (-plf乙写像 (下方の( )内の
値)すると
? ? ? ?? ???
(9) 
となる.ここでCぺ長では φ= φ1， 1Jf~0 であり，これ
は(=十1に相当すlるから
l d 1:






I d t 
wニ φ十PfJ'=Cj I 日目J(1 -t2)(1-k~ ド)。
ダムの下を通る流速は 1Jf1で与えられる.引を見いだす
ため Dグ点のwの値を考えると
ムφ「L d t 
Wニ φI-H'Jf1=一一一!2Kフ I i η 
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i/2 y2y---Kki 了 Kl k: b/P b k，=制仙争 k: 正否1=震Kτ; 1 K1X豆一 2 
30.0 2.000 1. 5828 0.029 0.1000 0.15828 O. 1576 0.02484 1. 028 
1. 600 1. 6123 37.5 0.100 0.0800 0.12898 0.1287 0.01656 1. 093 
50.0 1. 200 1. 7190 0.309 0.0600 O. 10314 0.1029 0.01059 1.164 
75.0 0.800 2.1213 0.729 0.0400 0.08485 0.0847 0.00717 1. 227 
1∞.0 0.600 乙6738 0.918 0.0300 0.08021 0.0800 O. 00640 1. 245 
112.5 0.533 2.9765 0.957 0.0267 0.07937 0.0792 0.00627 1. 248 
120.0 0.500 3. 1651 0.971 0.0250 0.07913 0.0790 0.00624 1. 250 
但し， Kl ( kl)， K2 ( k2)は各々 k!，k2を母数とした



























w=~~= C1 =友=た主)'~Z2 (16) 
C!は実定数である.制式を積分すると




A点では W=-k. L1hのとき Z=一一?
とれを凹式に代入して次の変換が求められる.
k.ム !!:~~~-I _1，_w=一一一一cos 一手 (18) 
7[ 0 























































I J -_~側じzト r~ ~H;;I I .-I I oX I I r> ， I IθH
Vy J L 0 k J l a 1/J 
乙れを簡単に表わすと






定すると， al， a2， aaは三角形の頂点の水頭日がH.，
Hb， Hcであるという条件から
|ιl lz u 1 時 [1Xb Yb [ペ側





























ld) =150.0， y=60.0， b=6.0， d=5.0， H1- H2=Llh 
として計算した値である.
E=J(+ { k(誇)2十 k伊 2J批dy 。
Eの最小の条件を求めるために，も各要素で




lu : ld 
Q 
k.Llh 
30 : 120 0.998 
3'7.5: 112.5 1.057 
50 :.100 1.123 
75 : 75 1.177 
100 : 50 1.123 
112.5: 37.5 1.057 
120 : 30 
3 表
Ee=す {gTGdH}T〔K〕{gTGdH}・A
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引1n U~ / -.-."， v弘 V1一一一=ーニー (=H)一一=，-"-:---(= H ) 




1 aUm __1 aP竺ーー ヱー何百二_. a tm - 子守支瓦 k飢凶視 (42) 
? ? ?



















， 1 刀引， a hp a _ kp Vp I ←^ ，二L ・一一~ =~9 +9 ~ '" l' -=;-. 9ー ヱー・ l u・nm n p a tp " a yp βkm kp) 
a n p 1 a Up " a hp α n kp _ Up -一一一一一一一、'一一βZ冗 m r心 atp 'axp β ， km kp 
1431式が実物の地下水流の運動方程式(3印式に等しいために
は
α n旬 4 αk例ß2 百二 =1=73 ・k~ (4副
任5)
α nm 













dη: 2 d Q k.ムh
30 : 120 0.918 
37.5 : 112.5 1. 010 
50 : 100 1.154 
75 75 1. 274 
100 50 1. 347 
112.5: 37.5 1. 325 
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二e!.>1の場合 Q=Q (1.) -{Q (1.) -Q (1 ，)}・一一一一一|(1.+1，) ) 
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